














Depopulation Problems Reported in Newspapers of Religions 






によると、 41 年 1 月から 48（1973）年 3 月まで 1681 件の研究が過疎問題を
扱っている。文献目録ではそれぞれの研究を①人口・労働②産業・交通③社
会・生活④地域⑤行政財・対策⑥その他に分類して整理されている。過疎問
題に関する研究は現在も継続して活発に行われている（平成 24[2012]年 6 月
現在、CiNii における「過疎」関連研究は 3424 件がヒット、筆者によるカウ
ント）。 
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系は神社新報、中外日報を対象として行った。平成 24（2012）年 2 月 28 日
RIRC に依頼した記事複写は約 2 週間で手元に届いた。また、対象とする記













まず、表 1・グラフ 1 は、仏教系・神道系の記事のうち、「過疎」をキー
ワード検索でヒットした記事の件数を表している(2)。仏教系の新聞として扱
った中外日報、仏教タイムス、文化時報からは、それぞれ 376 件、97 件、








平成 22（2010）年、『文化時報』平成 18（2006）年、『中外日報』平成 20
























の廃仏毀釈の嵐の中で 45 万ヵ寺が 15 万ヵ寺へと減少、現在は 8 万







































	 表 2 は、主に仏教系の記事を扱う『中外日報』・『仏教タイムス』・『文化時
報』から抽出した結果を宗派別にまとめたものである(5)。まず、宗派を見出
しで判定し、抽出した結果、ヒット件総数 574 件のうち、429 件・74.7%（そ
の他分類 145 件、中外日報 94 件・16.4%、仏教タイムス 28 件・4.9%、文化
時報 13 件・2.3%）の記事を宗派別に分けることができた。さらに、これを平
成 17（2005）年以降の 409 件(6)の記事内容に全て目を通して宗派別に再分類
してみたのが表 3 である。 















記事総数 574 件のうち、409 件（71.25%）であった。割合算出方法は、409
件の記事全てを対象に分析を行い、さらに過疎との関連度合いを大・小・無
の 3 段階に分けた。表 4 から分かるように、内容分析済みの記事 409 件にお





262 件のうち、大 76 件（29%）・小 175 件（66.8%）・無関係 11 件（4.2%）、
次いで『仏教タイムス』の場合、総数 69 のうち、大 19 件（27.5%）・小 48
件（69.6%）・無関係 2 件（2.9%）、『文化時報』の場合、総数 78 件のうち、
大 28 件（35.9%）、小 49 件（62.8%）、無関係 1 件（1.3%）であった。 
 














































	 高度経済成長が始まった昭和 30 年代半ばぐらいから急激な都市
化が始まりました。昭和 40 年代には地方で過疎化が進行していると
国も指摘し、宗教学者も将来の過疎による寺社の護持への警鐘を鳴
































































































































(1) RIRC における 1990 年から 1998 年までの記事については、まだデータ化されて
いないため、ヒットした期間に 1990 年～1998 年のデータは含まれていない。RIRC
の専門紙収集開始時期については次の通り。『神社新報』1999/02/01、『仏教タ
イムス』 1999/02/04、『文化時報』 1999/02/03、『中外日報』 1999/02/02。なお、
各宗教専門紙については次の通り。①『神社新報』、1946 年（昭和 21）7 月 8 日
創刊、毎週月曜日発行、http://www.jinja.co.jp/、②『仏教タイムス』、仏教伝道の
機関紙、1946 年（昭和 21）7 月 25 日創刊、毎週木曜日発行
ttp://www.bukkyo-times.co.jp/index.html、③『文化時報』、1923 年（大正 12）2 月
2 日創刊、毎週水・木曜日発行、HP 不明、問合せ先 info@bunkajiho.co.jp、④『中
外日報』、京都に総本社を置く中外日報社が発行する宗教専門紙、1897 年（明治
30）10 月 1 日創刊、毎週 3 回火・木・土曜日発行、http://www.chugainippoh.co.jp/ 
(2) 各宗教専門紙において記事テキストに「過疎」がどの程度含まれているかを RIRC
のデータベースに検索をかけ、ヒットした件数を示したものである。結果から分




(3) ちなみに、グラフ 1 については平成 23（2011）年度までのデータをもとに作成し
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